
令和２年度 

日本海岸林学会米子大会

（オンライン開催）

講演要旨集 

期日 令和２年 11 月 5 日～7 日 



令和 2 年度日本海岸林学会米子大会（オンライン開催） プログラム 

令和 2 年 11 月 5 日（木）：運営委員会 
令和 2 年 11 月 6 日（金）：評議員会 
令和 2 年 11 月 7 日（土）：研究発表会，総会，情報交換会 
ホスト： 国土防災技術株式会社（東京）

【大会日程】

11 月 5 日（木） 

13：30～15:30 
運営委員会 （会長，副会長，幹事（総務），学会事務局，編集委員長，広報委員長，

その他）

11 月 6 日（金） 

17:30～19:00 評議員会

11 月 7 日（土） 

研究発表会，シンポジュウム基調講演，総会，情報交換会

9:30 接続受付開始

10:00～12:15 

開会宣言

研究発表会（口頭発表）

10:05～11:05 ① O11～O13

11:15～12:15 ② O21～O23

12:15～13:00 昼食休憩（各自）

13:00～14:20 シンポジュウム基調講演 石村隆男氏（公益財団法人とっとりコンベンションビューロー）

14:30～15:30 
研究発表会（口頭発表）

14:30～15:30 ③ O31～O33

15:40～16:40 総会，閉会宣言

16:50～17:30 情報交換会

※すべてオンラインにて開催
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【研究発表会プログラム】

発表 No. 発表タイトル，発表者名（敬称略） ページ

口

頭

発

表

① 座長：萩野裕章（森林総合研究所東北支所）

O11 
「白砂青松」に向けたマツ林の施業管理手法の模索事例 

－弓ヶ浜白砂青松そだて隊の活動事例から－ 3 
秋山菜々子・田中賢治

O12 
庄内湯野浜地区海岸における海浜表土を利用した在来種緑化誘導工の施工事例 

5 
今富有紀

O13 
仙台湾沿岸における CSG 海岸堤防に定着した植生の初期動態

7 
岡浩平・平吹喜彦・松島肇

② 座長：岡浩平（広島工業大学）

O21 
海岸林造成における砂草帯の決め方（２） － 幅の妥当性について － 

9 
坂本知己

O22 
兵庫県慶野松原における伐採された枯死クロマツ大径木の年輪

11 
谷河澪・藤原道郎

O23 
暖温帯太平洋側地域のマツ枯れ跡地の海岸林造成地における広葉樹林の成林と風

環境 13 
中島有美子・吉崎真司 

③ 座長：佐藤亜貴夫（国土防災技術株式会社）

O31 
海岸林と砂草の飛砂抑止機能について －観測結果を用いた機能評価に関する一考

察－ 15 
萩野裕章

O32 
山土盛土由来の雑草木が海岸防潮堤の植栽木に与える影響

17 
福田拓実

O33 
地域資源としての海岸林と維持管理 ― 兵庫県慶野松原を例として ─

19 
藤原道郎
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